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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】秘匿性情報が流出する虞がほとんど皆無である
バーコードシンボル専用の読み取り装置として使用する
ことで、安全性の極めて高い情報システムを構築するこ
とが可能になるバーコードシンボルの読み取り装置を提
供する。
【解決手段】紫外線下でのみ視認可能な印刷液で印刷さ
れた鍵情報３と、鍵情報３によって暗号化及びバーコー
ド変換された本データ２から成るバーコードシンボル１
の読み取り装置であり、バーコードシンボル１に光線を
照射し反射して戻る光線を受けてバーコードシンボル１
の本データ２を読み取るバーコードリーダ部と、バーコ
ードシンボル１に向けて紫外線を照射して励起発光させ
ることで鍵情報３を視認可能とする紫外線ＬＥＤと、こ
の紫外線照射により視認可能となった鍵情報３が入力さ
れて、この入力された鍵情報３に基づいてバーコードリ
ーダ部で読み取った本データを復号化して出力する制御
部を備えている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可視光下において視認不能で且つ紫外線下においてのみ視認可能な印刷液で印刷された
鍵情報と、
　この鍵情報によって暗号化されてバーコード変換された非公開データを含む商品情報や
個人情報などの本データから成るバーコードシンボルの読み取り装置であって、
　バーコードシンボルに光線を照射すると共に、該バーコードシンボルで反射して戻る光
線を受けてバーコードシンボルの前記本データを読み取るバーコードリーダ部と、
　前記バーコードシンボルに向けて紫外線を照射して励起発光させることで前記鍵情報を
視認可能とする紫外線照射部と、
　この紫外線照射部による紫外線照射により視認可能となった前記鍵情報が入力されて、
この入力された鍵情報に基づいて前記バーコードリーダ部で読み取った本データを復号化
して出力する制御部を備えている
　ことを特徴とするバーコードシンボルの読み取り装置。
【請求項２】
　前記制御部は、入力された視認可能となった鍵情報に対してデータ識別用固定キーによ
る復号化を行って最終鍵情報を作成し、この最終鍵情報に基づいて前記バーコードリーダ
部で読み取った本データを復号化して出力する請求項１に記載のバーコードシンボルの読
み取り装置。
【請求項３】
　前記紫外線照射部は、前記バーコードリーダ部が前記バーコードシンボルの本データを
読み取った段階で自動的に一定時間作動して前記バーコードシンボルに向けて紫外線を照
射する請求項１又は２に記載のバーコードシンボルの読み取り装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製造業者や商品名などの情報を表示するのに用いる一次元バーコードシンボ
ルや二次元バーコードシンボルなどのバーコードシンボルの読み取り装置に関するもので
ある。　
【背景技術】
【０００２】
　従来、上記した製造業者や商品名などの情報が入ったバーコードシンボルには、一次元
バーコードシンボル及び二次元バーコードシンボルがあるが、大容量で且つ省スペースの
高速読み取り可能な二次元バーコードシンボルが広く普及するようになり、最近では、こ
の二次元バーコードシンボルを携帯電話でも読み取ることができるようになっている。
　このような二次元バーコードシンボルの場合、比較的容易に読み取ることができるので
、秘匿性のある情報を入れることはできない。
【０００３】
　近年、二次元バーコードシンボルにおいて、公開情報及び非公開情報を分けて入れたセ
キュリティーバーコードシンボルが出現しており、このバーコードシンボルでは、公開情
報と一緒に入れた鍵情報に基づいて解読処理を行うことで、非公開情報を読み取ることが
できるようになっている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００８－２９９４２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記した非公開情報入りの二次元バーコードシンボルでは、この非公開情報
を読み取るための鍵情報が公開情報と一緒に表示されていることから、この鍵情報が解読
される可能性がないとは言えず、万が一鍵情報が解読された場合には、非公開情報が一般
の読み取り装置や携帯電話によって容易に読み取られてしまう危険性があるという問題を
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有しており、この問題を解決することが従来の課題となっていた。
【０００５】
　本発明は、上記した従来の課題に着目して本発明者が開発したバーコードシンボル、す
なわち、秘匿性情報が流出する虞がほとんど皆無であるバーコードシンボル専用の読み取
り装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１に係る発明は、可視光下において視認不能で且つ紫外線（望ましくは
波長が３６５ｎｍ程度の紫外線）下においてのみ視認可能な印刷液で印刷された鍵情報と
、この鍵情報によって暗号化されてバーコード変換された非公開データを含む商品情報や
個人情報などの本データから成るバーコードシンボルの読み取り装置であって、バーコー
ドシンボルに光線を照射すると共に、該バーコードシンボルで反射して戻る光線を受けて
バーコードシンボルの前記本データを読み取るバーコードリーダ部と、前記バーコードシ
ンボルに向けて紫外線を照射して励起発光させることで前記鍵情報を視認可能とする紫外
線照射部と、この紫外線照射部による紫外線照射により視認可能となった前記鍵情報が入
力されて、この入力された鍵情報に基づいて前記バーコードリーダ部で読み取った本デー
タを復号化して出力する制御部を備えている構成としたことを特徴としており、このバー
コードシンボルの読み取り装置の構成を前述した従来の課題を解決するための手段として
いる。
【０００７】
　また、本発明の請求項２に係るバーコードシンボルの読み取り装置において、前記制御
部は、入力された視認可能となった鍵情報に対してデータ識別用固定キーによる復号化を
行って最終鍵情報を作成し、この最終鍵情報に基づいて前記バーコードリーダ部で読み取
った本データを復号化して出力する構成としている。
　さらに、本発明の請求項３に係るバーコードシンボルの読み取り装置において、前記紫
外線照射部は、前記バーコードリーダ部が前記バーコードシンボルの本データを読み取っ
た段階で自動的に一定時間作動して前記バーコードシンボルに向けて紫外線を照射する構
成としている。
【０００８】
　ここで、本発明者が開発したバーコードシンボルは、本データを読み取るための鍵情報
が、可視光下において視認不能で且つ紫外線（望ましくは波長が３６５ｎｍ程度の紫外線
）下においてのみ視認可能な印刷液で印刷されていることから、通常の読取装置や携帯電
話によってこの鍵情報が解読される可能性がほとんどなく、したがって、秘匿性情報が読
み取られる懸念を払拭し得ることとなる。
【０００９】
　このようなバーコードシンボルに対して、本発明に係る読み取り装置では、バーコード
リーダ部によるバーコードシンボルの本データの読み取りが完了した後、紫外線照射部を
作動させてバーコードシンボルに向けて紫外線を照射させると、紫外線下においてのみ視
認可能な印刷液で印刷された鍵情報が励起発光して視認可能となる。
　そして、この視認可能となった鍵情報を、例えば、操作者がキーボードなどの入力手段
を用いて制御部に入力すると、制御部において、鍵情報に基づいてバーコードリーダ部で
読み取った本データを復号化して開示可能な情報に変換するので、本発明に係る読み取り
装置を用いた場合のみ、上記バーコードシンボルに入っている本データの内容を知り得る
こととなる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の請求項１に係るバーコードシンボルの読み取り装置は、上記した構成としてい
ることから、秘匿性情報が流出する虞がほとんど皆無であるバーコードシンボル専用の読
み取り装置として使用することで、安全性の極めて高い情報システムを構築することが可
能になるという非常に優れた効果がもたらされる。
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　また、本発明の請求項２に係るバーコードシンボルの読み取り装置では、鍵情報をデー
タ識別用固定キーにより復号化することで、最終鍵情報を作成するようにしているので、
読み取り時における安全性のより一層の向上を実現することが可能になるという非常に優
れた効果がもたらされる。
【００１１】
　さらに、本発明の請求項３に係るバーコードシンボルの読み取り装置では、上記した構
成としていることから、読み取り時における操作性の向上をも実現することが可能になる
という非常に優れた効果がもたらされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明に係るバーコードシンボルの読み取り装置を図面に基づいて説明する。
　図１～図３は、本発明に係るバーコードシンボルの読み取り装置の一実施形態を示して
おり、図４は、本発明者がこのバーコードシンボルの読み取り装置とともに開発したバー
コードシンボルを示している。
　図４（ａ）に示すように、このバーコードシンボル１は、ラベルＬに印刷された二次元
バーコードシンボルであって、非公開データを含む商品情報や個人情報などの本データ２
を有しており、この本データ２は、鍵情報によって暗号化されてバーコード変換された状
態で表示されている。
【００１３】
　上記鍵情報は、可視光下において視認不能で且つ波長が３６５ｎｍ程度の紫外線下にお
いてのみ視認可能な印刷液で印刷してあり、図４（ｂ）に示すように、「６９」の数値情
報３に変換されて上記本データ２に重ねた状態で印刷されている。
　このようなバーコードシンボル１を読み取るバーコードシンボルの読み取り装置１０は
、図１及び図２に示すように、バーコードシンボル１に光線を照射すると共に、該バーコ
ードシンボル１で反射して戻る光線を受けてバーコードシンボル１の本データ２を読み取
るバーコードリーダ部１１と、バーコードシンボル１に向けて紫外線を照射して励起発光
させることで鍵情報である数値情報３を視認可能とする紫外線ＬＥＤ（紫外線照射部）１
２と、この紫外線ＬＥＤ１２による紫外線照射により視認可能となった鍵情報である「６
９」の数値情報３が入力されて、この入力された数値情報３に対してデータ識別用固定キ
ーによる復号化を行って最終鍵情報を作成し、この最終鍵情報に基づいてバーコードリー
ダ部１１で読み取った本データ２を復号化して出力する制御部１３を備えている。
【００１４】
　この実施形態において、紫外線ＬＥＤ１２は、バーコードリーダ部１１の投光側に読み
取り光源１４及びターゲット光源１５とともに体で配置されていて、バーコード読み取り
光線及びターゲット光線と同一の方向に紫外線を照射するようになっている。
　なお、図１において、符号１６は視認可能となった鍵情報である「６９」の数値情報３
を制御部１３に入力する入力手段としてのキーボード部、符号１７はキーボード部１６に
よる操作内容や読み取り結果を表示する表示部、符号１８は読み取り結果を外部へ出力す
る外部インターフェース部、符号１９は電源部である。
【００１５】
　このバーコードシンボルの読み取り装置１０を用いて上記バーコードシンボル１のデー
タ読み取りを行う場合、図３に示すように、まず、ステップＳ１において、バーコード読
み取りモードにしたバーコードリーダ部１１の投光側をバーコードシンボル１に向け、こ
の状態でバーコードリーダ部１１の図示しないトリガーボタンを押すと、ターゲット光源
１５からターゲット光線が投光されると共に読み取り光源１４から読み取り光線がそれぞ
れ投光され、ターゲット光線がバーコードシンボルの中心に合った時点でバーコードシン
ボル１の暗号化された状態の本データ２の読み取りが完了する。
【００１６】
　次いで、バーコードシンボル１の本データ２の読み取りが完了した後、キーボード部１
６又はトリガーボタンの押し操作により、紫外線ＬＥＤ１２を点灯させて紫外線をバーコ
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ードシンボル１に向けて照射すると、ステップＳ２において、紫外線を浴びたバーコード
シンボル１の鍵情報である「６９」の数値情報３が励起発光して視認可能となる。
　次に、ステップＳ３において、操作者がこの数値情報３の「６９」の数値をキーボード
部１６を介して制御部１３に入力すると、制御部１３では、ステップＳ４において、数値
情報３を予め定めたデータ識別用固定キーで復号して最終鍵情報３Ａを作成する。
【００１７】
　そして、制御部１３では、ステップＳ５において、先にバーコードリーダ部１１で読み
取った暗号化されたままの本データ２を最終鍵情報３Ａで復号化して、開示可能な情報に
変換し、続いて、この読み取り結果を表示部１７において表示すると共に、外部インター
フェース部１８を介して外部へ出力する。
　上記したバーコードシンボル１では、本データ２を読み取るための鍵情報である「６９
」の数値情報３が、波長３６５ｎｍ程度の紫外線下においてのみ視認可能な印刷液で印刷
されていることから、通常の読取装置や携帯電話によってこの数値情報３（鍵情報）が解
読される可能性がほとんどなく、したがって、秘匿性情報が読み取られる懸念を払拭し得
ることとなる。
【００１８】
　このような秘匿性情報が流出する虞がほとんど皆無であるバーコードシンボル１に対し
て、この実施形態に係る読み取り装置１０を用いた場合のみ、該バーコードシンボル１に
入っている本データ２の内容を知り得ることとなるので、この実施形態に係る読み取り装
置１０では、上記バーコードシンボル１とともに安全性の極めて高い情報システムを構築
し得ることとなる。
【００１９】
　また、上記した実施形態では、ステップＳ４において、数値情報３を予め定めたデータ
識別用固定キーで復号して最終鍵情報３Ａを作成するようにしているので、読み取り時に
おける安全性のより一層の向上を実現し得ることとなる。
　なお、ステップＳ４の最終鍵情報３Ａの作成は、必ずしも必要な処理ではないので、こ
の最終鍵情報３Ａの作成処理は省略することができる。
【００２０】
　本発明に係るバーコードシンボルの読み取り装置の構成は、上記した実施形態に係る読
み取り装置１０の構成に限定されるものではなく、他の構成として、例えば、紫外線照射
部としての紫外線ＬＥＤ１２が、バーコードリーダ部１１によるバーコードシンボル１の
本データ２の読み取りが完了した時点で、自動的に作動して（望ましくは一定時間作動し
て）バーコードシンボル１に向けて紫外線を照射するような構成を採用することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係るバーコードシンボルの読み取り装置の一実施形態を示す構成ブロッ
ク図である。
【図２】図１におけるバーコードシンボルの読み取り装置のバーコードリーダ部を簡略的
に示す斜視説明図である。
【図３】図１におけるバーコードシンボルの読み取り装置の動作を示すフローチャートあ
る。
【図４】図１におけるバーコードシンボルの読み取り装置に対応するバーコードシンボル
の可視光線下での目視状態説明図（ａ）及び紫外線下での目視状態説明図（ｂ）である。
【符号の説明】
【００２２】
　１　バーコードシンボル
　２　本データ
　３　数値情報（鍵情報）
　１０　バーコードシンボルの読み取り装置
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　１１　バーコードリーダ部
　１２　紫外線ＬＥＤ（紫外線照射部）
　１３　制御部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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